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2018年度業務実施状況 

電磁界情報センター
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1.情報収集・調査 
1-1.電磁界関連情報（1次情報）の収集 

• 【報道内容】新聞記事検索会社、コンサルタント会社との情報配信契約による情
報収集

• 【研究動向】より幅広い情報収集を目指し、ドイツ・アーヘン大学が運営する世界
最大の情報データベースであるEMF-Portalと連携を図る

• 【社会動向】市民団体機関誌購読、イベント参加やコンサルタント会社との情報
配信契約による情報収集

 報道記事約10件、研究動向約1,800件、社会動向約41件収集（1月末現在）

1-2.入手した1次情報の詳細調査 
• 職員による文献調査、関係者インタビュー、現地調査などによる情報検証

 BioEM2018、CIGREパリ大会等の国際学会への参加や、フランスの行政機
関、送電事業者への訪問による情報収集を実施

2.情報整理・評価 
2-1.電磁界データベースの整備 
• 引き続き、EMF-Portalとの連携により入手する情報の随時翻訳を行うとともに、

学術論文の整理・登録を実施 ［詳細説明1］
• 国内外の電磁波関連公文書も継続的に登録

2018年度業務実施状況【情報調査G】（1/2） 
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2018年度業務実施状況【情報調査G】（2/2） 
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2-2.報道等の内容精査 
• 新聞記事および最近出版された書籍を中心に、記事内容の関係者インタ

ビューや関係文献の調査を行い、結果の公表、報道機関への連絡等を実施。 
 社会的に影響のある大きな報道なし 

地上イージスに係る健康影響について取材対応 

3.磁界レベルに関する調査 
3-1.磁界測定プロジェクト ［詳細説明2］ 

• 家電製品から発生する磁界の測定 
 42品目131機器の家電製品を対象（人気上位3機器を選定）に測定実施 
  測定結果については、BioEM2018においてポスター発表済 
 

• 廉価な磁界測定器・磁界測定アプリ等の精度確認 
  インターネットショッピングサイトにおける廉価で人気上位機種の選定 
 専門家ネットワークメンバーとの連携による評価方法の検討 
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2018年度業務実施状況【情報提供G】（1/3） 
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1.情報提供ツールの整備 
1-1.ホームページ 

• 最新情報の提供 
 更新回数45回（1月末現在） 
 （海外の動向18回、論文の紹介21回、ガイドライン2回、学会開催情報1回 
  ニューズレター3回） ［詳細説明3］ 

1-2.インターネット広告の配信 

• 妊婦・子どもを持つ親、学生、医療従事者をターゲットに広告配信の最適化  

 広告配信のタイミングやデザインを工夫 ［詳細説明4］       

1-3.パンフレット 
• 最新情報にあわせ都度パンフレットを改訂 

 家電製品の磁界測定結果をパンフレットに反映 

1-4.ニューズレター・メールマガジン 
• ニューズレター・メールマガジンを定期発行（1月末現在） 
 ニューズレター 3回発行（通算53号） 
 メールマガジン 8回発行 



2018年度業務実施状況【情報提供G】（2/3） 
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2.双方向コミュニケーションの実施 
2-1.問い合わせ対応 

• 電話、メール、Fax、来所による電磁界の健康影響に関する問い合わせ対応 
 913件（平均91件/月）（1月末現在） 〔参考：2017年度（平均86件/月）〕 
  ［詳細説明5］ 

2-2.情報の媒介者を対象とした情報提供活動 
• 学校保健関連等の学会、大会への出展およびランチョンセミナーの開催 
 ランチョンセミナー 計9回、参加者1,213名（1月末現在） ［詳細説明6］ 

2-3.対象層特化活動の充実（妊婦の知識啓発） 
• 「健やか親子21」参加団体への啓発活動、妊婦関連の学会、大会への出展 
 公益財団法人 母子衛生研究会との連携 ［詳細説明7］ 

2-4.太陽光、風力発電への対応 
• 太陽光、風力発電事業者を対象としたセミナーの実施 
 セミナー計2回、参加者50名（1月末現在） ［詳細説明8］ 

2-5.要請による電磁界説明会 
• 消費者生活センター、地方公共団体等への講師派遣を実施 
 依頼講演会 計28回、参加者1,729名（1月末現在） ［詳細説明9］ 
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3.リスクコミュニケーション促進活動 
3-1.磁界測定器貸出 

• 低周波測定器の貸出を継続実施 
 245件（平均25件/月）（1月末現在） 〔参考：2017年度（平均21件/月）〕 
  ［詳細説明10］ 
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1.新規賛助会員募集、賛助会員数の維持・拡大（1月末現在） 
 新規会員4件（3号会員4件） 
 退会会員5件（2号会員1件、3号会員4件） 
 総会員数は、1号会員1件、2号会員15件、3号会員71件 
 賛助会員募集パンフレットを更新 

2.各種委員会の開催 
 運営委員会2回（2018年9月20日、2019年3月4日） 実施 

3.センター内教育の企画管理 
 新規職員への導入教育を実施 

2018年度業務実施状況【管理G】 
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1. EMF-Portal（ｽﾗｲﾄﾞ8～10） 
2. 磁界測定プロジェクト（ｽﾗｲﾄﾞ11～15） 
3. ホームページへのアクセス数（ｽﾗｲﾄﾞ16） 
4. インターネット広告の配信（ｽﾗｲﾄﾞ17） 
5. 問い合わせ対応状況（ｽﾗｲﾄﾞ18～22） 
6. 情報の媒介者を対象とした情報提供活動（ｽﾗｲﾄﾞ23） 
7. 対象層特化活動（妊婦の知識啓発）（ｽﾗｲﾄﾞ24～26） 
8. 太陽光、風力発電への対応（ｽﾗｲﾄﾞ27） 
9. 要請による電磁界説明会（ｽﾗｲﾄﾞ28～29） 
10.磁界測定器貸出（ｽﾗｲﾄﾞ30～32） 

詳 細 説 明 
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１．EMF-Portal（1/3） 
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○EMF-Portal参画（協定締結）：2014年9月 
                  【EMF-Portalの概要】 

海外機関との連携（ＥＭＦ－Ｐｏｒｔａｌへの参画） 

○日本語版運用開始：2016年2月～ （2016年6月に画面デザイン刷新） 
日本語版用の新システム及び新Webページをfemuが開発後、日本語版運用を開始。 

運 営 
ドイツ・アーヘン工科大学医学部病院 
職業医学研究所生体電磁気相互作用研究センター（femu） 

目 的 一般（研究者、政治家、医者、法律科、ジャーナリスト、及びその他関
心のある人々全般）向けの電磁界関連情報データベース 

規 模 
登録件数（タイトルのみなども含む総情報数） 
 約27,300件 内、約6,300件の詳細情報掲載 
 （総情報は約100件/月、詳細情報は約20件/月で新規登録） 

情報種別 生物学、疫学、工学、規制など 

言 語 英語、ドイツ語、（JEIC参画後は）日本語 

その他 WHOのEMFプロジェクトHPにおいて、研究情報DBとして紹介されて
おり、登録情報数は世界最大規模 



１．EMF-Portal（2/3） 
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○電磁界情報センターにより実施する作業 

• 最新情報の随時翻訳 
• 過去（2014年以前に掲載されていた）データの順次翻訳 

 ※ なお、ドイツ側の予算都合により2018年5月1日以降の掲載を中断していた高周波
領域の論文についても、2019年2月より掲載を再開。 

作業内容 独/英登録済み 日本語翻訳済み 
用語集の翻訳 約3,000語 完了（100%） 
論文タイトル翻訳 約27,300件 完了（100%） 
論文詳細情報翻訳 － 
  2014年以前掲載分 約3,500件 

〔登録数約5,000件
の内、翻訳予定（健
康影響に関するも
ののみ）の件数〕 

約1,700件（48%） 

  2015年以降掲載分 約1,300件 完了（100％） 

※青色の数値は2019年1月末現在 

○その他 

• 2019年2月より、レスポンシブルデザインを採用し、スマホやタブレット等の携帯端末に
よる閲覧にも配慮した画面となった。 



１．EMF-Portal（3/3） 
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PC画面（イメージ） 

携帯端末画面（イメージ） 
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• パンフレットやセミナーで紹介する家電製品より発生する磁界測定値の更新を行う。 
現在は家電製品協会が2003年に測定した実測データを使用している。 

• 2005年に国際的な磁界測定規格（IEC62233）が公表され、それに基づいた最新家電の
測定結果が、2013年（平成25年）に家電製品協会から公表されているが、当該規格が
国際的ガイドライン値に対する割合（%）を測定することとなっているため、公表結果も国
際的ガイドライン値に対する割合となっている。 

• 測定結果の実測値と比較できるようJEICにて磁界測定を行い測定値を公開する。 

家電製品から発生する磁界の測定 

ICNIRPガイドラインに対する%表示 

出典：一般財団法人家電製品協会 
「平成 25 年度家電製品から発せられる電磁波測定（10Hz～400kHz）調査」を基に作成 

２．磁界測定プロジェクト(1/5) 

【目 的】 
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・ 2015年～2017年度の3年間で実施 
・ 42品目131機器を対象（人気上位3機器を選定） 
・ 測定距離は、電動歯ブラシ・電気ひげそり器・ﾏｯｻｰｼﾞ機器・電気毛布・ 
  ﾎｯﾄｶｰﾍﾟｯﾄ・温水便座は0cm、ヘアードライヤーは10ｃｍ、それ以外は30cm 
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50Hz・60Hz規制値（ガイドライン値） 

・ 家電製品の磁束密度は、規制値より低い値であった。 

電磁界情報センター 

２．磁界測定プロジェクト(2/5) 

【測定概要】 

【測定結果】 
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電気学会全国大会（２０１８.３）発表 ＪＥＩＣホームページ掲載 

２．磁界測定プロジェクト(3/5) 



BioEM2018（生体電磁気学会） 会場にて  

14 電磁界情報センター 

２．磁界測定プロジェクト(4/5) 

ＢｉｏＥＭ２０１８[生体電磁気学会] （２０１８.６：スロベニア）発表 

※ 第22回運営委員会にて概要報告済 
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 近年、個人で購入した廉価な磁界測定器・磁界測定アプリに関する問合せなども寄せら
れており、実際に測定したが「何を測定しているのか」「どのように評価すれば良いのか
分からない」という声も少なくない。 

 多様な問い合わせに対応するため、市場に出回っている磁界測定器の精度について確
認するとともに、リスクコミュニケーションのための知見を高めることを目的とする。 

廉価な磁界測定器・磁界測定アプリの精度確認 

電磁界情報センター 

 インターネットショッピングサイトの検索上位5機種を選定 
 専門家ネットワークメンバーの意見を踏まえ方法を検討 

【2018年度 実施内容】 

FT3470-55 

２．磁界測定プロジェクト(5/5) 

 JIS規格に準じ、メーカ校正済みの測定器（FT3470-55）と 
廉価な磁界測定器、磁界測定アプリの測定値を比較 

 標準磁界発生装置や身のまわりの家電製品・電力設備等

を測定対象とし比較 

【2019年度 実施予定】 
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ホームページへのアクセス数の推移 

・2017年9月より、レスポンシブルデザインに伴い携帯からのアクセスもカウントし増加 
・海外の動向、論文の紹介、ニューズレター等を適宜提供 

３．ホームページ 
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４．インターネット広告の配信 

妊婦・子どもを持つ親向け（広告表示例） 

学生向け（広告表示例） 

17 電磁界情報センター 
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これまでに累計7,852件の問合せに対応 
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５．問い合わせ対応状況(1/5） 
年度別問合せ件数推移 
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2008 18．2 

2009 26．8 

2010 53．6 

2011 59．6 

2012 49．9 

2013 76．8 

2014 80．6 

2015 71．3 

2016 66．3 

2017 86．0 

2018 91．3 

(11月～3月) 
[年度] 

※ 

※2019年1月末現在 

※ 
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東京、神奈川、埼玉など関東地域からの問合せが多い 

地域別 問合せ件数 

５．問い合わせ対応状況(2/5） 
地域別問合せ状況 
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※ 問合せ件数：913件 
  （重複問合せ：147件、地域不明の問合せ283件を除く） 
※ 地域は市外局番などから特定 

※ 

※2019年1月末現在 
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件
数

[件
] 

５．問い合わせ対応状況(3/5） 

周波数別 内訳 
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500

600

700

低周波 高周波 静電磁界 中間周波 電離放射線 その他 

※ 1度に複数の問合せを含む 
※ 2019年1月末現在 
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５．問い合わせ対応状況(4/5） 

発生源別 内訳 

件
数

[件
] 

※ 1度に複数の問合せを含む 
※ 2019年1月末現在 

468 

128 

51 45 39 37 18 18 17 16 15 14 11 9 8 

182 

0

100

200

300

400

500
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５．問い合わせ対応状況(5/5） 

※ 1度に複数の問合せを含む 
※ 2019年1月末現在 

内容別 内訳 

541 

422 

114 94 87 
25 14 10 9 8 3 30 

0

100

200

300

400

500

600

件
数

[件
] 



６.情報の媒介者を対象とした情報提供活動 
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電磁波の健康影響に関する啓発効果が高いと考えられる、専門職が参加する 

学会でランチョンセミナーを開催。 1月末現在で1,213名が参加。 

[件数] 

3 

3 

7 

13 

14 

9 1 

4 

7 

2 

3 

2 

0 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

2013年度 

2014年度 

2015年度 

2016年度 

2017年度 

2018年度 

ランチョンセミナー 

出展 
実績10件 

実績7件 

実績9件 
＋予定1件 

実績9件 

実績16件 

実績16件 

斜線部は3月に実施予定 

学校保健・衛生関係関連学会等への参加状況 

※2019年1月末現在 

電磁界情報センター 

※ 



７．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）(1/3） 
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 超低周波電磁波の健康影響については、「小児白血病」との関連が指摘されて
いることもあり妊婦等からの電磁波ばく露に伴う胎児への健康不安の問い合わせ
が多数寄せられおり、妊婦の過大な不安を払拭させ、正しい理解促進に繋がるよ
うな知識啓発活動が重要。 

 
• センター主体で作成したパンフレット「妊娠期から知っておきたい赤ちゃんとママの

ための電磁波のはなし」を母子衛生研究会が母子健康手帳副読本とともに配布 

               配付部数：77万部（2018年10月～2019年9月） 
• 電磁波の母子保健セミナー（2018年11月：大阪会場）  参加者76名 
 （2017年度から継続） 

• 日本母性衛生学会総会・学術集会ランチョンセミナー（2018年10月：新潟会場） 
 （2017年度から継続）                      参加者55名 

• 日本助産学会 ランチョンセミナー（2019年3月：福岡会場） 140名を予定 
 （2016年度は出展、2017年度はランチョンセミナー）    

新 規 

啓発活動 概要 
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７．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）(2/3） 

公益財団法人 母子衛生研究会との連携 

母子健康手帳の交付に合わせて配布される副読本と
一緒に妊婦向けのパンフレットを全国の妊婦へ配布 

母子健康手帳 副読本 

2018年10月より配布開始 

母子健康手帳 



1.4% 

56.5% 

5.8% 

23.2% 

20.3% 

15.9% 

46.4% 

2.9% 

26.1% 1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講演前 

講演後 

非常に心配 心配 どちらでもない 心配でない 全く心配でない 未回答 

電磁界情報センター 26 

 非常に心配、心配と答えた人の比率が52.1%減少 
 全く心配でない、心配でないと答えた人の比率は53.7%増加 

７．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）(3/3） 

リスク認知変化 

57.9% 

5.8% 

母子保健セミナー参加者(82名） 回答者（69名） 〔2018年11月〕 

52.1% Down 



８.太陽光、風力発電への対応 
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協会会員の依頼によりセミナーを実施 

・5月18日 太陽光発電協会会員のＡ社にセミナーを実施（47名） 

 

・7月25日 太陽光発電協会会員のＢ社にセミナーを実施（ 3名管理職） 

•  2017年度は、太陽光発電協会および日本風力発電協会の会員を対象に
セミナーを実施（参加者132名） 

太陽光、風力発電に係わる事業者を対象としたセミナーの実施 

２０１８年度 

参 考 

電磁界情報センター 
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2013年度 
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[件数] 

行政 

行政（予定） 

団体 

事業者 

事業者（予定） 

教育機関 

電磁界情報センター 

身のまわりの電力設備、家電製品やＩＨ調理器、携帯電話等から発生する 

電磁波の健康影響に関する講演等 

28 

実績26件 

実績20件 

 実績28件 
＋予定4件 

実績32件 

実績34件 

実績37件 

斜線部は依頼講演受付済み分 

９.要請による電磁界説明会（1/2）

講師派遣の実施状況 

※

※2019年1月末現在 



5.1% 

8.4% 

52.7% 

22.3% 

27.8% 

53.1% 

11.4% 

12.1% 

1.5% 

4.0% 

1.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講演後 

講演前 

 非常に心配 心配 どちらともいえない 心配でない 全く心配でない 未回答 

電磁界情報センター 29 

参加者は内容を理解できていると考えられる 

リスク認知の変化 
依頼講演アンケート実施12回、回答者（273名） 〔2018年度〕 

57.8% 

8.4% 

９.要請による電磁界説明会（2/2） 

 非常に心配、心配と答えた人の比率が49.4%減少 
 全く心配でない、心配でないと答えた人の比率は52.3%増加 

49.4% Down 

※ 

※2019年1月末現在 



１０．磁界測定器貸出（1/3）

30 

月別測定器貸出件数 

電磁界情報センター 
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(件
) 

貸
出
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数

(件
) 

貸出件数

累計

(12月～3月) 
[年度] 

これまでに累計1,250件の貸出実績 

年度 月平均 

2011 1．5 

2012 1．3 

2013 11．7 

2014 18．1 

2015 15．3 

2016 16．0 

2017 20．9 

2018 24．5 

※

※

※2019年1月末現在 



48.6% 

16.7% 

36.7% 

26.1% 

5.7% 

20.0% 

4.5% 

15.9% 

1.6% 

4.1% 

2.9% 

17.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

測定前 

測定後 

心配 どちらかといえば心配 どちらともいえない それほど心配ではない 全く心配ではない 未回答 

42.5% Down 

電磁界情報センター 31 

１０．磁界測定器貸出（2/3） 

測定数値(n=245) 満足度(n=245) 

磁界測定前後の心配度の変化 (n=245) 

２０１８年度（４月～１月末）アンケート集計結果による評価 

85.3% 

42.8% 

19.2% 

31.8% 18.0% 

13.5% 

2.4% 15.1% 非常に低かった 
低かった 
わからない（想像程度） 
高かった 
非常に高かった 
未回答 

65.3% 
16.3% 

0.0% 

1.6% 
16.7% 

非常に役に立った 
やや役に立った 
役に立たない 
わからない 
未回答 

各種セミナー参加者に比べて 
当初の心配度が比較的高い 



32 
第47回CIGREパリ大会 会場にて 

電磁界情報センター 
※ 第22回運営委員会にて概要報告済

１０．磁界測定器貸出（3/3） 

第４７回ＣＩＧＲＥパリ大会（２０１８.８：フランス）発表 

磁界測定器貸出サービスの概要や効果検証結果について報告 
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